
資料９

furugey
テキストボックス

























沖縄県広域ワクチン接種センターの接種実績等について

R3/11/16 保健医療部

１　接種実績（6/15～11/15）

(1)　沖縄コンベンションセンター会場（6/15～11/8) （先週からの増加数）

ア 接 種 回 数 78,916 回 (0 回)

イ １ 回 接 種 終 了 者 40,230 名 (0 名)

ウ ２ 回 接 種 終 了 者 38,686 名 (0 名)

(2) 県立武道館アリーナ会場（6/22～11/15) （先週からの増加数）

ア 接 種 回 数 75,347 回 (637 回)

イ １ 回 接 種 終 了 者 37,545 名 (96 名)

ウ ２ 回 接 種 終 了 者 37,802 名 (541 名)

　　　※武道館：モデルナとアストラゼネカを合算して集計

(3) 那覇クルーズターミナル会場（7/22～10/6） （先週からの増加数）

ア 接 種 回 数 24,045 回 (0 回)

イ １ 回 接 種 終 了 者 13,506 名 (0 名)

ウ ２ 回 接 種 終 了 者 10,539 名 (0 名)

　　　※ターミナル：ファイザーとモデルナを合算して集計

【　合　計　】 （先週からの増加数）

ア 接 種 回 数 178,308 回 (637 回)

イ １ 回 接 種 終 了 者 91,281 名 (96 名)

ウ ２ 回 接 種 終 了 者 87,027 名 (541 名)

２　予約率 （予約枠） （予約数）

(1) 11月分 25% 15,633 名 3,970 名

ア コンベンションセンター 11% 5,260 名 560 名

イ 武道館 33% 10,373 名 3,410 名

ウ クルーズターミナル - - -

(2) １回目の接種者・予約者（11/9予約再開以降分）

武道館 238 名
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累計

1,075 人 人 56,368

894 人 人 42,577

181 人 人 13,791

1 人 人 313

【空港別PCR検査結果内訳】

・那覇空港 749 人 （県内605人、県外144人） 1 人 （県内０人、県外１人）

　 ・宮古空港 161 人 （県内144人、県外17人） 0 人 （県内０人、県外０人）

・下地島空港 17 人 （県内14人、県外３人） 0 人 （県内０人、県外０人）

・新石垣空港 100 人 （県内83人、県外17人） 0 人 （県内０人、県外０人）

・久米島空港 48 人 （県内48人、県外０人） 0 人 （県内０人、県外０人）

累計

296 人 人 11,818

206 人 人 6,532

90 人 人 5,286

0 人 人 47

【陽性者内訳】県内０名、県外０名

うち迅速PCR検査陽性者　０　名（県内０名、県外０名）

人
出発 81,346 人
到着 103,852 人

人

件

件

件

件

前回比11/5

人 ＋576

件 ＋183

　抗原検査受検者 －77

令和３年11月８日（月）～令和３年11月14日(日）

　うち県内在住者（県内） －30

　うち県外在住者（県外） －47

　うち陽性者 0

文化観光スポーツ部・企画部

　PCR検査受検者

２　那覇空港抗原検査

今回（11/８～11/14） 対先週比

　うち県内在住者（県内）

　うち県外在住者（県外）

　うち陽性者

陽性者

－53

－44

－9

＋1

受検者

４　RICCAの状況
11/12時点

空港PCR検査プロジェクト・TACO・RICCA等の状況

１　空港PCR検査プロジェクトの実績数

電話対応件数

サーモグラフィー通過者
前週実績：169,169人(11/1-11/7)
　　　　　　（+16,029）

令和３年11月８日（月）～令和３年11月14日(日）

対先週比今回（11/８～11/14）

３　TACO（那覇空港）の週間実績数
令和３年11月８日（月）～令和３年11月14日(日）

発熱者数

185,198

0

0

0

7

1

登録施設等（QRコード発行件数）

問診実施件数

検査実施数

120,188

21,720

　うち健康相談・問診実施数

登録者数



 

 

新型コロナウイルス感染症に係る影響及び対応状況 

【対策本部（文化観光スポーツ部）】 

項目 内容 

1.新型コロナウイル

ス感染症について報

告すべき事項 

＜入域観光客数の状況＞ 

R３年９月 204，9００人 

（R2（2020）年同月比△10％、R1（2019）年比△74.7％） 

＜航空会社の減便率 主要方面下り 10/11 時点＞ 

R３年 9 月 28.4％、 10 月 30.3%、 11 月 11.4% 

2.上記に対する現在

の取り組み状況及び

課題など 

＜水際対策＞ 

① 内閣官房による搭乗前モニタリング検査を含め、旅行前の

出発地における PCR 等検査受検について、航空会社、旅行

業・宿泊業団体、観光施設協会等に周知協力を依頼（7/13、

7/26、10/22） 

② NAPP 周知のための那覇空港内吊り看板広告（7/12

～）、通路へのフラッグ掲出（7/16～）  

③ 久米島空港 PCR 検査体制整備（7/16～） 

④ 離島空港 PCR 検査について航空便を利用しない離島住

民も対象に追加（7/16～） 

⑤ 那覇空港における抗原検査の運用開始（7/22～、PCR検

査と抗原検査で１日最大 1,000 件の体制） 

⑥ 沖縄県 HP や沖縄観光情報 WEB サイト「おきなわ物語」、

SNS 等で、内閣官房による無料 PCR 検査を含めた出発地

での検査受検の呼びかけ、県内空港における検査体制等に

ついて周知広報実施 

⑦ 那覇空港及び本土から直行便の就航する離島空港におけ

る旅行者専用相談センター沖縄（TACO）の運営（発熱者対

応・旅ナカの健康相談対応） 

⑧ 旅行前検査の徹底・強化について国に要請（直接 8/30、

10/26、全国知事会を通じては随時） 

   

＜観光関連事業者等支援＞ 

①  緊急事態措置等の影響を受けた観光関連事業者をはじ

めとする幅広い業種の県内事業者に対し、支援金を給付

する「観光関連事業者等応援プロジェクト」の申請受付を７

令和３年 1１月 18 日 
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月３０日から開始。 

また、当応援プロジェクトの追加給付（２回目の給付）に

要する費用を、９月補正予算（令和３年１０月８日沖縄県議

会において補正予算議決）において措置済。 

②  宿泊事業者において実施する感染拡大防止策の強化、

事業継続に向けた前向き投資に対し、事業規模に応じて

最大 500 万円を支援する「おきなわ宿泊事業者感染防止

対策等支援事業」の申請受付を９月 13 日から開始。 

 

3.当面の対応方針

（実施計画） 

＜水際対策＞ 

 ① 関係団体・事業者の周知状況を確認し、引き続き周知・徹底

を求めるとともに、沖縄観光コンベンションビューローと連

携し観光情報 WEB サイトや SNS 等で検査受検について情

報発信していく。 

①  アンケート調査の結果を集計・分析し、要請等国への働き

かけや効果的な周知広報に繋げる。 

＜観光関連事業者等支援＞ 

②  観光関連事業者等応援プロジェクトの実施にあたり、関

係機関及び関係団体への個別訪問や、通知を行い、周知協

力を依頼している。加えて、テレビ、新聞、ラジオ等各種広

報媒体を活用して、周知を図る。 

③ おきなわ宿泊事業者感染防止対策等支援事業の実施にあ 

たり、事務局（OCVB）を通じて、対象となる宿泊事業者や 

観光協会など関係団体へ通知するとともに、説明会を開催 

し周知を図る。   

＜域内需要喚起＞ 

① 県独自の感染拡大抑止期間の終了後は、感染抑止と経済活

動の両立を目指し、段階的に経済活動を再開する。 

② 11 月 1 日から、域内の平和学習や遠足などの貸切バス需

要を喚起する「おきなわ彩発見バスツアー」、観光体験・アク

ティビティ商品に利用できるクーポン券をオンラインで発行

する「おきなわ観光体験支援事業」を開始した。 

③ 県民による県内旅行需要を喚起する「おきなわ彩発見キャ

ンペーン第４弾」については、一部ワクチン接種済・検査陰性

証明を活用するなど、感染防止対策を徹底しながら、段階的

に開始する。まずは 11 月 15 日から「同一島内の旅行」を開



始し、第２段階として「島をまたぐ旅行」を 11 月 19 日から

前倒して開始する。 

4.その他本部会議報

告事項 

 

※その他各部で別途整理した情報があれば、必要に応じ追加添付等してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

新型コロナウイルス感染症に係る影響及び対応状況 

【対策本部（教育部）】 

項目 内容 

1.新型コロナウイル

ス感染症について報

告すべき事項 

○「県立学校における新型コロナウイルス感染症対策ガイドライ

ン」を改訂した。 

 

 

2.上記に対する現在

の取り組み状況及び

課題など 

○主な改訂点等は以下のとおり 

・大勢が手を触れる箇所の消毒について、児童生徒等の手洗い

が適切に行われている場合には省略可能であることを追記 

・ワクチン接種に係る差別やいじめなどが起きることがないよ

う明記 

・「感染者と直接の接触はないが検査等を受検する」「新型コロ

ナワクチン接種を受ける」「新型コロナワクチン接種後に副反応

が出た」場合等の出席停止等の取扱いについて追記 

 

 

3. 当 面 の 対応 方 針

（実施計画） 

 

 

 

 

 

4.その他本部会議報

告事項 

○各関係機関に対し、以下の通知を発出 

・「県立学校における地域の感染レベルに応じた感染症対策等

について（令和３年１１月１１日時点）」（令和３年１１月１１日付け

教保第１３１２号） 

※その他各部で別途整理した情報があれば、必要に応じ追加添付等してください。 
 

 

 

令和３年 11 月 18 日 



 
 

新型コロナウイルス感染症に係る影響及び対応状況 

【中部地方本部】 

項目 内容 

1.新型コロナウイルス

感染症について報告

すべき事項 

８月２３日（月）から保健所棟３階会議室に特設会場を開設した。

応援職員の協力を得て、疫学調査及び健康観察等の対応を拡

充して、集中的に取り組む。 

１０月２９日（金）の動員終了までに県職員の動員延人数は１,１７

８名となっている。 

１１月１５日（月）から（公社）沖縄県看護協会等に疫学調査等の

委託業務開始。～令和４年３月３１日予定。平日看護師７名、事

務職員１４名を予定。 

 

 

2.上記に対する現在

の取り組み状況及び

課題など 

県職員の動員負担軽減のため、委託化を推進する。 

 

3. 当 面 の 対 応 方 針

（実施計画） 

 

4.その他本部会議報

告事項 

８月２３日（月）、沖縄タイムス記者が特設会場を取材に訪れ、所

長、健康推進班長が対応した。 

８月２４日(火)、第１回新型コロナウイルス感染症対策中部地方

本部会議を開催し、中部管内の現状報告及び意見交換を行っ

た。構成員（中部保健所、コザ県税事務所、県立中部病院、中部

福祉事務所、中部農林事務所、中部農業改良普及センター、中

部土木事務所、中頭教育事務所） 

１１月１２日(金)、第２回新型コロナウイルス感染症対策中部地方

本部会議を開催し、中部管内の現状報告（第５波）及び応援体制

について説明と意見交換を行った。 

 

 

※その他各部で別途整理した情報があれば、必要に応じ１追加添付等してください。 
 

令和３年１１月１８日 



沖縄県の警戒レベルについて 議題資料１

１ 県判断指標の状況

県判断指標の項目 令和３年10月21日
(第４段階→第３段階)

令和３年11月17日 備考

数値 警戒レベル 数値 警戒レベル
１ 療養者数 286人 第３段階 36人 第２段階 第１段階：23人以下
２ 病床占有率 15.0％ 第１段階 1.9％ 第１段階
３ 重症者用病床占有率 0.0％ 第１段階 0.0％ 第１段階
４ 直近１週間計新規陽性者数 146人 第３段階 11人 第１段階
５ 感染経路不明の割合（１週間平均） 30.8％ 第２段階 18.2％ 第１段階
6 新規ＰＣＲ検査陽性率(１週間平均） 1.6％ 第２段階 0.3％ 第１段階
7 入院一週間以内重症化率 0.0％ 第１段階 0.2％ 第１段階

２ 判断指標以外の目安

項目 令和３年10月21日 令和３年11月17日
重症・中等症数 15人 ２人
入院患者数 37人 ３人



３ 医療提供体制の状況
⑴ コロナ対応の病床占有率は、10月21日(警戒レベル第3段階引き下げ時)は15%、 11月17日には1.9%と
改善

⑵ 中等症以上の患者数は、 10月21日は15人、11月17日には２人と改善
⑶ 11月8日より本島・宮古・八重山地域の医療フェーズを２に引き下げ

４ 感染状況
⑴ 新規陽性者数
１週間合計の新規陽性者数は、10月21日は146人、11月17日には11人と改善

⑵ 療養者数
療養者数は、10月21日は286人、 11月17日には36人と改善

⑶ 飲食関係陽性者数の推移
感染拡大の端緒となる飲食関係の陽性者数は、10月10日の週は17人、11月7日の週は２人と
抑えられている。

５ まとめ
⑴ 県民一丸となった感染防止対策及びワクチン接種率の向上により、県独自措置終了後も継続して
新規陽性者数や療養者数の減少、医療提供体制の負荷の改善傾向が確認できることから、
警戒レベルを第２段階に引き下げる。


